
４月１８日（日）、地区公民館で第3回区長部会が開催されました。コロナ感染が近隣に

も及んできたため、２名は自宅のパソコンやスマホを使い、公民館のテレビモニターを通

じての参加になりました。昨年度、よねさとづくり協議会で機器を購入していましたので、

公民館のWi－Fi環境を使いWEB会議を初めて開催できました。

会議では以下のことを決定しました。

〇 地区納涼祭は、コロナ感染拡大防止と参加者の健康安全を考慮して中止とする。

密を避け、感染リスクの少ない納涼祭のかたちはないものかと協議されましたが、

やむをえずの判断となりました。

〇 「支え愛マップ」づくりについて、東雲山町内会をモデル地区として取り組む。

＊「支え愛マップ」とは・・・災害時の避難先・避難経路、手助けや声かけが必要

な方などを盛り込んだ地図

〇 大路川流域治水に関する意見交換会を、地区内でも何回か開催する。
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会議や講演会などがリモートでできますよ

「流域治水」の取り組みが始まります

流域内のあらゆる関係者が協働して取り組む「流域治水」の県内モデル地区として大路川流域

で取り組んでいきます。

5月18日（火）、大路川「流域治水」協議会（第１回）がオンラインで開催され、米里、美保、

美保南、倉田、面影、津ノ井、若葉台、国府の8地区の自治会長や自主防災会長が参加し、今後

の目標や進め方などを協議しました。

具体的な取り組みはいろいろ考えられますが、豪雨時に地区内の施設や一般家庭で雨水を貯め

たり分散させる取り組み、「田んぼダム」の取り組みが代表的です。ソフト面も含めた取り組み

全体を通して住民の確実な避難行動に結びつけます。

＊「田んぼダム」とは・・・大雨時、一時的に雨水を田んぼに貯めることで、排水

路や河川への流出を抑制し、洪水被害を軽減する取組

区長部会がオンラインで開催されました

納涼祭は残念ながら2年続けての中止となりましたが、従来の納涼祭に代

わる新しい企画は歓迎します。次回（6月13日）の区長部会までに区長や町

内会長にお寄せください。

・機器は公民館に設置しています。使用の際には使用簿に

記入してください。

・パスワードなど使用に必要な事項は使用簿で確認してく

ださい。

① ‥‥ ノートパソコン

② ‥‥外部スピーカーフォン

③ ‥‥ マイク付きヘッドセット

④ ‥‥ ウエブカメラ

・１対１で離れてWEB会議をする時はパソコンだけで足りますが、多人数での会

議の時は、外部スピーカーフォンやウエブカメラ等が必要になります。

・パソコンをテレビモニターやビデオプロジェクターにつないで画面を大きくす

れば、会場内の参加者にもよく見えます。

・先日の区長部会ではZoomというソフトを使いました。思ったより簡単に使え

ましたので、どんどん使って慣れましょう。

① ④

③
②

新年度に入り、各種団体の新しい代表者が決まりました。今後、団体相互の連携を

とった取り組みが期待されます。

雨水を貯めたり、河川に流れ出る

水量を減らす方法を話し合う意見

交換会に、ぜひご参加ください。

ウエブ会議に必要な機器（協議会で購入済）

コロナに負けな

い企画、お待ち

しています。

意外と簡単です。

一度使ってみてください。

各種団体の代表者を紹介します

地区納涼祭は中止。代わる企画を募集中

団体名 団体名

社会福祉協議会 会長 山根幸子 消防団米里分団 分団長 谷口憲吾

人権啓発推進協議会 会長 石谷幸四郎 長生会（旧米里地区老人クラブ） 会長 秋口政俊

交通安全協会米里支部 支部長 中尾至孝 白雲会（雲山南老人クラブ） 会長 草瀬宜輝

防犯ボランティア活動協議会 会長 福田忠司 清雲会（東雲山老人クラブ） 会長 佐々木敏一

体育会 会長 山根寿彦 はまなす会（雲山中央老人クラブ）会長 富山敬太郎

地区子ども会 会長 北浦友美 よねさと保育園後援会 会長 川北和弘

民生児童委員協議会 会長 岡田正行 桜ヶ丘中学校PTA 地区長 神戸美紀

健康づくり推進員会 会長 秋口美智子 米里小学校教育後援会 会長 山田晃裕

青少年育成協議会 会長 山田　剛 放課後児童クラブ保護者会 会長 加藤彩香

自主防災会連絡協議会 会長 大倉　健 （R3.6.1時点）

代表者 代表者


